
エステルゴム 

         

エズテルゴムは、ハンガリー北部にある、ブダペストから 40km 北西に位置する都市

です。人口はおよそ 3 万人でドナウ川右岸沿いに位置しています。エステルゴムは、

ハンガリーのなかでも最も歴史のある街の 1 つで、その起源はローマ帝国の時代に

までさかのぼります。都市名はゲルマン語オステルリングム (Osterringum) に由来し

ています。 

          

ドナウ対岸のスロヴァキア領シュトゥーロヴォ（パールカーニ Štúrovo/Párkány）と

エステルゴムを結ぶマーリア・ヴァレーリア橋は第二次世界大戦中の 1944 年にドイ

ツ軍に破壊されたまま残っていました。しかし、2001 年に復旧工事が終了して、現

在は車や徒歩で渡れるようになっています。 

 

 

 

 

 



名所 

エステルゴム大聖堂 

 

 エステルゴム大聖堂はハンガリー最大の教会の建物です。大聖堂の高さは 100 メ

ートルですので、建物の上に到達するために 18 頭のキリンが互いの上に立つ必要が

あります。:D 

 その内部の床面積は 5660 平方メートルで、長さは 118 メートル、幅は 49 メート

ルあります。真ん中のドームの上にある十字架は 7 メートルの高さです。世界で 18

番目に大きい大聖堂です。大聖堂を聖別したのは、完成するかなり前の 1856 年 8 月

31 日でした。この機会に Liszt Ferenc がエステルゴムのミサ を書きました。幸いもう

見えませんが、第二次世界大戦中に大聖堂は深刻な被害を与えられました。約 95 の

手榴弾と爆弾が建物の上に落ちました。エステルゴム大聖堂の建設の際には、建物

の安定性を確保するために城山の基礎まで掘り下げられました。壁の厚さは聖堂地

下室で 17 メートルもあります。 

 大聖堂はエステルゴム城の内側の SzentIstván 広場にあります。元の教会は Szent 

István 王（ハンガリーの最初の王）によって城山の上に建てられました。これは

1180 年に火事で焼けてしまいました。後に他の教会も建てられました。例えば、聖

アダルベルトという教会です。 Bakócz 聖堂はこれの一部でした。これはルネサンス

様式の礼拝堂です。興味深いことに、これはハンガリーのルネッサンス建築の中で



唯一の残っている作品です。聖堂は神父 Bakócz Tamás から命名されました。1497 年

から 1521 年まで Bakócz Tamás はエステルゴムの大司教でした。1506 年から 1507 年

に、イタリアの巨匠は赤い大理石から聖堂を建てました。残念ながら、トルコ人が

この彫像を壊し、そして浮き彫りも切断しました。Bakócz 聖堂は 1600 の部分に分解

されてしまいましたが、それで大聖堂の本体が建てられました。大聖堂の建設は 47

年間続きました：1822 年に礎石が置かれました、そして、1869 年には最後の石が置

かれ、完成しました。。 

 教会についてのいくつかの興味深いことを伝えたいです。土曜日には祭壇画を見

ることができます。これは、ミケランジェロというヴェネツィアから来た芸術家が

描きました。1856 年に完成しました。これは世界最大の単一キャンバスの上に描か

れた絵です。 

 残念ながら、聖堂地下室と宝蔵は現在改装工事のためには見ることができません

でした。聖堂地下室には二つの大きな彫像があります。一つは死を象徴し、二つは

永遠の命を象徴しています。ここには何百もの墓があります。 

 エステルゴム大聖堂には 3 つ鐘があります。最大の鐘は約 5827 キロです。これは

アフリカゾウの体重に相当します。真ん中の鐘は 280 キロです。毎日 12 時にこの鐘

を鳴らします。 

 

霊長類の宮殿 

    



 

霊長類の宮殿はエステルゴムの主要な建物の 1つです。 Berényi Zsigmond通りと

Mindszenty 広場の交差点に位置し、その西側の正面はエリザベス公園とドナウ川を

見下ろしています。建物には、キリスト教博物館、大司教シモール図書館、霊長類

アーカイブがあります。 

 宮殿はエステルゴム大司教の住居としてネオルネサンス様式で設計されました。

北部にはキリスト教博物館があります。大司教のスイートとレセプションホールに

加えて、大司教の図書館もあり、貴重な本、原稿、卒業証書を保管している霊長類

アーカイブもあります。 

 メインの階段には、霊長類の写真が掲げられています。レセプションホールの最

も美しい部分であるブラックサロンは大司教の書斎、客室、寝室で構成されていま

す。それは黒いトリムからその名前を得ました。1991 年 8 月に、ここで当時のロー

マ法王ヨハネ・パウロ２世も休みました。 

 グリーンサロンでは、フェレンツ・ヨージェフとエリザベートの実物大の写真を

見ることができます。ここの家具は帝国時代のものです。 

 レッドサロンには、19 世紀の大司教シモル・ヤーノシュのお気に入りのルネッサ

ンス絵画のコピーがあまる。大司教は本物の作品を購入できなかったため、コピー

を作成しました。 

 霊長類の宮殿の外装は砂岩で作られています。シモル・ヤーノシュの救済が数回

繰り返されます。ドーム下の棚にある、小さなオベリスクのニッチにあるドナウの

正面のレリーフ。無原罪懐胎とスローガン（SUB TUUM PRAESIDIUM）のある盾。宮

殿と聖イグナティウス教会をつなぐ壁の角には、紋章の中心人物が円形の彫刻で再

び現れます。原始的な紋章は、Mindszenty 広場の入り口ゲートと南側の庭のゲート

の上にあります。 

 

  



セーチェーニ広場 

 

エステルゴム市のメイン広場であるセーチェーニ広場は、もともと中世、後にバロ

ック様式となった街のマーケット広場でした。建物のほぼ半分は記念碑であり、全

体が特別に保護されています。]この地域は、トルコの追放の後、最初に再居住され

ました。広場を囲むエリアのほとんどは、バロック、古典主義、ロマンチックな建

物だけでなく、街で最も裕福な商人によって建てられた家も立っています。 1717 年

5 月 12 日、裁判官の提案で、市の中心にある広場はメイン広場と名付けられました。 

1809 年からメインマーケットと呼ばれていました。 19 世紀には、共通言語はそれを

トリニティスクエアまたはタウンホールスクエアと呼びました。今日の名前は、

1860 年のエステルゴム市議会の決定に基づいており、それ以来、セーチェーニ・イ

シュトバーンの名前を冠しています。 

 

プログラム 

 エステルゴムは、ユニークな観光施設を備えた都市です。自然や風景の地理から

文化的、歴史的遺産まで、幅広いレクリエーション活動を楽しむことができます。

エステルゴム文化センター、エステルゴム大聖堂、大聖堂宝物庫は一年中、フェス

ティバルアイランドでは、夏の間、さまざまなプログラム、イベント、フェスティ

バル、コンサートが開催されます。 

 

アドベント 



            

エステルゴムでアドベントのマーケットが作られます。グリューワインとホーンブ

レッドをご用意しています。現時点では多くのハンガリーのバンドが出演していま

す。セーチェーニ広場で行われています。 

 

レストラン 

Mediterrano Vendégfogadó 

 

住所: Esztergom, Helischer József út 2, 2500 

営業時間: 月曜日～日曜日 12:00–22:00

 

 

 

 

 

 



エステルゴムの歩き方 

 

① 大聖堂 

 

エステルゴムに是非いらしてください。:D 


